
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春です。あたたかくなってきましたね～。 

草木も生き生き、花々も生き生き、生き物たち

が生き生き。そして、あのコも生き生き。 

フゥン～～ン…と軽やかな羽音が聞こえてきま

したよ。あっ、左手の甲にとまってる。 

よぉし右手で…から始まる攻防戦。 

カと右手とのあくなき戦いは、いろいろなもの、

さまざまな人を巻き込み壮大なスペクタクルへ

――緻密な描写を見逃さないで。思わず二度見･

三度見してしまいます――結末やいかに？？？ 

キレイな字に憧れ、いや、せめてもう少しマシ

な字が書きたくてお習字の本が並ぶ55番書架で

上達本を探していた。そこで出会ってしまった

この本。何と衝撃的なタイトル『字が汚い！』 

手に取れば、表紙に並ぶ著者の直筆らしき呟き

の数々。ああこれは、まさに私だ。身に覚えが

ありすぎる。同じ思いを経験した方々には共感

だらけの一冊。そうでない方にも我ら文字コン

プレックスの気持ちが理解でき、流行り文字の

歴史も楽しめる一冊。加えて著名人の個性的な

文字にたっぷり触れられる、お得な一冊です。 

｢はやくしなさい！｣と毎日急かすパパとママ。 

｢ゆっくりでいいんだよ｣とおじいちゃんとおば

あちゃん。どっちの言うことを聞けばいいの？ 

困っちゃってるぼくに、そっと教えてあげまし

ょう。はやくすれば何がどう、ゆっくりすれば

何がどう。どちらもきっといいことにつながる

理由があるはず。おじいちゃんのいう“自分の

リズム”を、ぼくはちゃんと見つけられたかな？

あなたやわたしも、見つけられるといいですね。

“自分のリズム”の切り替えスイッチ。 

｢猫に小判｣。ユニークな言葉ですよね。先人か

ら口伝えされてきたこのようなことわざには、

教えや知恵が詰まっています。意味や使い方の

なかに生きるヒントがいっぱい。しかも日本だ

けでなく、世界中にことわざは溢れています。

外つ国の壁にも耳がある。ただし、似たような

意味で納得できる言葉もあれば、なぜ？どうい

うこと？と首をかしげたくなる言葉もある。い

ろんな国の人々の暮らしやお国柄がみえてく

る不思議で面白いことわざの旅へ、さあ出発！ 
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山肌を覆う桜色。川岸を街道を彩り、
風に舞う花吹雪。校庭では新たな一
歩を祝い、廃校でひっそりと咲く。
ライトアップされたり足もとでどん
ちゃん騒ぎされたり、それでも毎年
変わらずに花を咲かせる桜。にっぽ
んの桜風景。その歴史や佇まいを美
しい写真でゆったりと味わいたい。 

掃除洗濯料理にお金、あっ防災防犯
も。初めてのひとり暮らしで直面す
るあれこれそれに…あぁ～もうっ！
となる前に、この一冊。ラクに、き
ちんと暮らしが整う家事の考え方や
技術をご紹介。初めてさんでなくて
も嬉しい家事 FAQや早見表付き。 
 

お料理大好きままこさん。これから
あっくん、かよちゃんとお花見パー
ティーです。どんなお料理をつくろ
うかしら。すてきなおいしいお花見
ごはん。ままこさんレシピでみなさ
んもお花見パーティーいかがです？ 

フランス中部の小都市トゥール。古
城巡りの拠点でもある美しいこの街
で、韓国人のボンジュはトシという
少年と出会う。トシは日本人だとい
うが、実は北朝鮮の出身で…。事情
を抱えた少年たちの揺れ動く心情が
美しい情景とともに描かれる。 

とても便利な生成ＡＩ。でも、その
危険性を知らずに使うと怖いのも事
実。今や世界的に広まる生成ＡＩの
仕組みや長所･短所、正しい使い方
を、９歳からを目安に解説します。
きちんと知って味方につけよう。 

定時制高校に通いながら父の代わり
に働いていた耕一郎。その父に金を
盗られた。衝動的に父を殴り飛ばし
て故郷から逃げたが、金もなければ
家もない。人生“詰んだ”と諦めか
けた彼に、手が差し伸べられた。そ
れは学校からでも役所からでもな
く、ホームレスの溜まり場からで… 


